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神戸大学広報誌「風」をお読みになっての感想をお聞かせください。
今後の誌面作りの参考にさせていただきます。アンケートの所要時間は 3 分程度です。

読者の皆様へアンケートご協力のお願い

スマホ用“うりぼーカレンダー壁紙”プレゼント！

ホワイト、カラーの2種類（2020年7月～12月）からお選びいただけます。
アンケートはこちらからアクセスできます。

ホワイトバージョン

カラーバージョン

回答者
みんな

に

プレゼ
ント

壁紙使
ってね

！



神戸高商同窓会の発意により彫刻界
重鎮の朝倉文夫氏が1923(大正12)年
制作、1925(大正14)年10月除幕式挙
行。台座銘板の揮毫は渋沢栄一氏に
よる。
　                                     カメラ : 大亀 京助

表紙写真：水島銕也先生胸像
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2003年に神戸商船大学と統合して以来、海を基軸とした研究・教育

を推進してきた神戸大学。2015年には海底資源開発や探査技術を

備えた高度専門人材を養成する「海洋底探査センター」を設置し、

海事科学研究科附属練習船「深江丸」を活用して鹿児島沖の鬼界

カルデラを探査、巨大溶岩ドームの存在を確認するなど、大きな実績

を上げている。こうした強みを大学の機能強化に直結させるべく

スタートしたのが「海神プロジェクト」だ。

「海の神戸大学」としてのブランディングをめざし、新たな学部や研究

組織を次々に立ち上げる一大構想について、海共生研究アライアンス長

の巽好幸特別顧問に聞いた。

［特集1］日本の海洋立国を牽引するグローバルリーダーを育成

［特集2  神大研究ズームアップ］ ネットワーク科学で社会の動きを可視化する

［神大生の挑戦］ ゼロからの車づくりにかける思い

［KOBE教育］ バリュースクール［V.School］

［キラリ神大 OG・OB］ 阪神・淡路大震災から25年

［神大発地球］ フェアトレードを通じて開発途上国の生産者を応援

［こんにちは! 留学生です］ 中国からの留学生

［国際ニュース］╱［留学だより］ 

［神戸大学基金だより］╱［アラムナイ］

［Mini News］
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水島 銕也先生「神戸高商」初代校長

水島銕也校長  1909（明治42）年頃

「水島銕也先生誕生之地」碑
大分県中津市水島公園

「水島銕也先生生誕百年記念」碑
神戸大学六甲台本館前庭
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新学部
「海洋政策科学部」
                            （仮称）

2021年 4月 開設

Mizushima Tetsuya

　神戸大学は２年後の2022年に「創立120周年」を

迎えます。そのルーツをたどれば、1902（明治35）

年設置の旧制官立神戸高等商業学校（通称「神戸高商」）

に遡ります。当時の神戸高商は、東京帝国大学や京都

帝国大学にはまだ経済学部が設置されていなかったなか

で、商学・経済学分野における日本の最高学府でした。

初代校長に就任した水島銕也先生（1864-1928）は、

22年もの長きにわたり神戸高商の礎を築きます。水島

校長は「本校の目的は、主として自ら大規模の商業又

は外国貿易を経営すべき人物を養成するにあり」として、

世界有数の国際港湾都市である神戸にふさわしく、

外国語教育や海外研修に注力し、「言論の人」ではな

く「実務の人」になることの重要性を説き、人格主義の

教育を実践して慈父のごとき深い愛情を学生に注ぎ、

世界相手に活躍できる国際的商業人の育成に努めました。

水島校長を中心とする神戸高商の人間味あふれる寺子

屋的な趣は、敬慕の念を込めて「葺合村塾」と呼ばれ

ました。葺合は当時の学校所在地であり、現在は神戸

市立葺合高等学校のキャンパスになっています。水島

校長率いる「葺合村塾」精神の一端は、現在も神戸

大学社会科学系図書館２階の大壁画「青春」に見る

ことができます。壁画には1名の老師と24名の青年が

描かれ、作者の洋画家中山正實画伯（神戸高商卒）

の説明によれば、この老師は「吾等が指導者水島先生

の姿であり、いわゆる葺合村塾を象徴」しており、

書物を広げる青年に向かって右手を挙げて天を指し、

「地上の学問にとらはれず　天上の真理を忘れず」

と教え諭しているのだそうです。 中山画伯曰く、

「水島先生の教育の理想は『人間』を作ることに

あった。･･･ 六甲台こそ永遠に水島先生の志を受けつい

で『人間を作る総合大学』であり美しい伝統を誇る

大学であってほしい」と。神戸高商の初代校長として

近代日本の商業教育に多大な功績を残した水島先生。

その教育方針の根幹は、今の神戸大学にも大切に受け

継がれています。

　　　　  （大学文書史料室 室長補佐　野邑理栄子）

ふきあいそんじゅく

社会科学系図書館２階にある大壁画「青春」の一部
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「
海
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、「
学
理
と
実
際

の
調
和
」
の
理
念
の
も
と
、
先
端
研
究
、

文
理
融
合
研
究
で
輝
く
卓
越
研
究
大
学

へ
の
飛
躍
を
め
ざ
す
「
２
０
１
５
年
神
戸

大
学
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
沿
っ
て
、
大
学
の
機

能
強
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
の
一
つ

だ
。
２
０
２
１
年
４
月
に
設
置
さ
れ
る
新

学
部
「
海
洋
政
策
科
学
部
（
仮
称
）」
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と
な
る
。

「
海
の
神
戸
大
学
」
の
柱
と
な
る

３
つ
の
取
り
組
み

|
「
海
」を
基
盤
と
し
た
研
究
と
教
育

を
推
進
す
る
理
由
は
？

　
２
０
１
５
年
神
戸
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現

す
る
上
で
、
神
戸
大
学
が
持
つ
強
み
を
生
か

す
こ
と
が
重
要
で
す
。
海
に
関
し
て
言
え

ば
、
神
戸
大
学
は
「
練
習
船
を
有
す
る
総
合

大
学
」
と
い
う
国
内
で
も
希
有
な
存
在
で
あ

り
、
海
事
科
学
研
究
科
附
属
練
習
船
「
深

江
丸
」
に
最
新
の
探
査
装
置
を
搭
載
し
て

海
底
探
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
練
習

船
を
基
軸
と
し
た
展
開
を
図
る
こ
と
は
、

神
戸
大
学
の
機
能
強
化
に
直
結
し
ま
す
。

　
ま
た
、
神
戸
大
学
は
国
際
港
湾
都
市
で

あ
る
神
戸
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
国
際
的

な
物
流
を
基
盤
と
し
た
海
洋
産
業
や
関
連

ビ
ジ
ネ
ス
、
特
有
の
文
化
が
育
ま
れ
て
き

た
神
戸
で
、
日
本
の
海
洋
立
国
を
牽
引
す

る
研
究
開
発
と
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
神
戸
大
学
の
使
命
で
す
。
私
た
ち

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
国
際
海
洋
社
会

に
お
け
る
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
具
体
的
に
は
？

　
教
育
・
運
用
・
研
究
の
３
つ
の
柱
を
考

え
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
新
学
部
の
設
置
、

２
つ
目
は
船
の
効
率
的
運
用
を
図
る
新
た
な

セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
新
船
の
建
造
、
３
つ
目

は
新
研
究
組
織
の
設
置
で
す
。

　
ま
ず
、
現
在
の
海
事
科
学
部
に
替
え

て
、
新
学
部
「
海
洋
政
策
科
学
部
（
仮

称
）」
を
設
置
し
ま
す
。
新
学
部
で
は
、
海

惑
星
・
地
球
と
生
命
の
共
進
化
、
海
洋
の

持
続
可
能
な
開
発
・
利
用
、
海
洋
政
策
な

ど
、
海
と
人
間
の
共
生
に
資
す
る
基
礎
知

Faculty of Oceanology

識
と
専
門
知
識
を
ベ
ー
ス
に
、
国
際
海
洋

社
会
を
リ
ー
ド
す
る
「
海
の
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
」
、
海
洋
探
査
・
開
発
・
利
用
な

ど
を
牽
引
す
る
「
海
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
、
船
長
・
機
関
長
の
み
な
ら
ず
経
営

に
も
携
わ
る
「
神
大
海
技
士
」
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

|
現
在
の
海
事
科
学
部
と
の
違
い
は
？

　
日
本
が
海
洋
立
国
と
し
て
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
人
材
育
成
と

研
究
開
発
を
重
視
し
て
い
る
点
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
文
系
科
目
重
視
型
と
理
系
科

目
重
視
型
の
２
類
型
の
入
試
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
海
事
科
学
部
で
は
理
工

系
に
偏
り
が
ち
で
し
た
が
、
新
学
部
は
社

会
系
の
学
生
に
も
門
戸
を
開
い
て
、
理

系
・
社
系
を
融
合
し
た
人
材
育
成
を
目
指

し
ま
す
。
社
会
科
学
と
海
洋
学
を
融
合
さ

せ
て
海
に
関
す
る
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢

も
、
新
学
部
の
特
徴
で
す
。

脱
専
門
に
よ
る
広
い
視
点
と
能
力
を

養
成
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム

|
新
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
？

　
入
学
後
、
ま
ず
「
海
洋
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
」
を
受
講
し
ま
す
。
海
と
人
間
と
の
関
わ

り
、
海
と
生
命
と
の
共
進
化
と
い
っ
た
基
礎

的
な
概
念
か
ら
、
人
類
が
ど
の
よ
う
に
海
を

利
用
・
開
発
し
て
き
た
か
、
今
後
ど
の
よ
う

な
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
か
、
と
い
っ
た
コ

ン
テ
ン
ツ
を
学
び
ま
す
。
こ
の
「
海
洋
リ
テ

新
学
部
、新
造
船
、

新
研
究
組
織
を
立
ち
上
げ

総
合
大
学
の
強
み
を
生
か
し
、包
括
的
な
海
洋
研
究・教
育
を
推
進

S
p

ecial T
o

p
ic

ラ
シ
ー
教
育
」
は
新
学
部
だ
け
で
な
く
、
神
戸
大
学
の
全
学
生
に
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
練
習
船
「
深
江
丸
」
で
海
上
に
出
て
、
現
場
で
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
め
る
「
海
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
を
提
供
し
ま
す
。

　
３
年
次
か
ら
は
、
三
級
海
技
士
免
許
の
取
得
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
海
洋
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
海
洋
基
礎
科
学
、
海
洋
応
用
科
学
と
い
う
専
門
領
域
の
教
育
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
学
生
は
各
専

門
に
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
主
専
門
領
域
と
副
専
門
領
域
を
自
由
に
選
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
海
に
対
す
る
課
題
を
包
括
的
に
理
解
し
、
解
決
す
る
能
力
を
高
め
る
た
め
で

す
。

　
そ
の
上
で
、「
海
の
Ｂ
Ｄ
Ｌ
（B

eyond

̶
D

isciplinary 
Leaning

：
超
専
門
教
育
）」

を
受
講
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
広
い
見
地
か
ら
、
俯
瞰
し
た
形
で
課
題
を
捉
え
、
解
決
し
て
い
く
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
い
っ
た
ん
専
門
を
学
ん
だ
後
、
専
門
を
異
に
す
る
学
生
た
ち
で

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
自
分
た
ち
で
課
題
を
見
出
し
て
、
解
決
し
て
い
く
、
と
い
う
教
育
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
界
や
実
際
の
研
究
機
関
等
で
の
実
習
・
就
業
体
験
を
通
じ
て
専
門
性
、
応
用
性
を
高
め
て
い
く
「
海
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
も
大
き
な
柱
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
海
に
関
す
る
自
然
科
学
系
・
社
会
科
学
系
の
幅
広
い
知
識
を
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
社
会
問
題
の
解
決
に
資
す
る
人
材
、
経
営
セ
ン
ス
を

持
っ
た
高
度
技
術
者
、
次
世
代
の
海
洋
に
関
す
る
政
策
を
世
界
に
提
言
で
き
る
人
材
の
養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
た
な
船
を
建
造
し
、

新
研
究
組
織
も
設
置

 |
深
江
丸
の
活
用
方
法
は
？

　
こ
れ
ま
で
深
江
丸
は
海
事
科
学
研
究
科
の
付
属
練
習
船
で
し
た
。
そ
れ
を
全
学
レ
ベ
ル
で
運
用
し
、
よ
り
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
運
用
を
図
る
た
め
に
「
海
洋
教
育
研
究
基
盤
セ
ン
タ
ー
」
を

新
設
し
ま
す
。
深
江
丸
に
は
新
学
部
の
「
海
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
お
い
て
神
大
海
技
士
の
育
成
に
貢
献
す
る
使
命
が
あ
り
ま
す
が
、
海
洋
底
探
査
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
学
内
外
と

の
連
携
に
よ
る
先
端
的
海
域
研
究
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

|
新
し
い
船
に
つ
い
て
は
？

　
深
江
丸
は
船
齢
32
年
を
数
え
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
新
造
船
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
船
は
練
習
船
か
つ
探
査
船
と
し
て
運
用
さ
れ
、
高
い
安
全
性
と
長
期
航
海
に
対
応
し
、

居
住
空
間
も
向
上
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
探
査
装
置
を
新
た
に
搭
載
し
て
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
国
立
大
学
法
人
が
所
有
す
る
船
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
責
務
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
災
害
時
の
支
援
活
動
な
ど
に
お
い
て
も

貢
献
で
き
る
船
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
に
開
か
れ
た
練
習
探
査
船
と
し
て
の
建
造
・
運
用
方
法
を
検
討
中
で
、
竣
工
は
２
０
２
１
年
度
の
予
定
で
す
。
今
後
、
船
名
募
集
も
行
い

ま
す
。
命
名
式
や
進
水
式
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
で
す
ね
。

|
３
つ
目
の
柱
で
あ
る
新
研
究
組
織
と
は
？

　
神
戸
大
学
で
は
２
０
１
９
年
10
月
に
学
長
直
轄
組
織
と
し
て
高
等
研
究
院
を
設
置
し
、
そ
の
中
に
「
海
共
生
（
と
も
い
き
）
研
究
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
海
と
人

間
の
共
生
を
構
想
し
て
、
先
端
研
究
を
推
進
し
つ
つ
、
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
確
立
に
向
け
た
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
た
研
究
組
織
で
す
。
縦
割
り
で
は
な
く
完
全
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
な
の
で
、
産
官
学
に
も
広
く
人
材
を
求
め
て
連
携
研
究
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
震
・
火
山
大
国
に
暮
ら
し
て
き
た
日
本
人
の
災
害
観
の
再
構
築
を
行
う
と
い
っ
た

シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
機
能
も
備
え
た
研
究
組
織
に
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
じ
て
活
動
を
始
め
ま
す
。
こ
の
組
織
の
特
徴
は
、
社
会
系
と
理
科
系
の
教
員
や
研
究
者
が
参
加
し
て
、
意
見
を
闘
わ
せ
る
場
で
あ
る
こ
と
。

言
わ
ば
「
海
の
梁
山
泊
」
で
す
。
そ
ん
な
研
鑽
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
脱
専
門
的
な
取
り
組
み
か
ら
課
題
を
抽
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

特集 1     日本の海洋立国を牽引するグローバルリーダーを育成

1954年、大阪府生まれ。京都大学理学部卒業、東京大学大学院理学系研究

科博士後期課程修了。英マンチェスター大学研究員、京都大学大学院理学

研究科教授、東京大学海洋研究所教授、海洋研究開発機構（JAMSTEC）

地球内部ダイナミクス領域プログラムディレクター、神戸大学大学院理学

研究科教授、神戸大学海洋底探査センター長を歴任。2020年4月より特別

顧問、海共生研究アライアンス長。専門はマグマ学。

巽 好幸TATSUMI  Yoshiyuki

特別顧問
海共生研究アライアンス長

interviewee

鬼界海底カルデラの探査航海

2～4 年

1 年

入試 文系科目重視 入試 理系科目重視 入試

海のグローバルリーダー 海のエキスパート

海のアクティブラーニング

海洋リテラシー教育

海のインターンシップ

海
洋

基
礎
科
学

海
洋

応
用
科
学

海
洋

ガ
バ
ナ
ン
ス

機
関
学

航
海
学

海技
ライセンス

コース

海洋立国を牽引する

文系重視・理系重視の2 類型の
入試選抜

海に関する、最低限必要な
基礎知識を学ぶ

船内空間での集団・協働
学習体験

主・副専門科目履修
三級海技士免許取得希望者は
海技ライセンスコースへ

国内外の企業・行政・研究機関
等で研修・実習・就業体験

専門が異なる学生でグループを
作り、自ら課題抽出・解決策検討

海洋政策科学部（仮称） Faculty of Oceanology

海のBDL
Beyond -Disciplinary Learning

境界突破型ワークショップ［ ］
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ラ
シ
ー
教
育
」
の
一
部
は
新
学
部
だ
け
で

な
く
、
他
学
部
生
に
も
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
練
習
船
「
深
江
丸
」
を
活
用
し
、
限

ら
れ
た
船
内
空
間
で
の
集
団
・
協
働
学
習

体
験
を
通
し
て
、
陸
上
と
異
な
る
活
動
を

体
験
す
る
と
と
も
に
、
海
上
ル
ー
ル
や
実

際
の
機
器
に
触
れ
、
専
門
分
野
へ
の
学
び

の
意
識
を
培
う
「
海
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
を
提
供
し
ま
す
。

　
専
門
教
育
に
お
い
て
は
、
海
洋
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
海
洋
基
礎
科
学
、
海
洋
応
用
科
学
に
加

え
て
、
海
技
士
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
得
を
目
指

す
海
技
ラ
イ
セ
ン
ス
コ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

　
学
生
は
専
門
性
を
深
め
る
「
主
専
門
科

目
」
と
専
門
性
を
広
げ
る
「
副
専
門
科
目
」

を
選
択
し
て
履
修
し
、
海
洋
に
関
す
る
専

門
知
識
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、「
海
の
Ｂ
Ｄ
Ｌ（Beyond

̶

D
isciplinary

Learning

：
境
界
突
破
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）」
を
受
講
し
ま
す
。
で
き

る
だ
け
広
い
見
地
か
ら
、
俯
瞰
し
た
形
で
課

題
を
捉
え
、
議
論
と
協
働
作
業
を
通
じ
て
解

決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
い
っ

た
ん
専
門
を
学
ん
だ
後
、
専
門
を
異
に
す
る

学
生
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
界
や
実
際
の
研
究
機
関
等
で

の
実
習
・
就
業
体
験
を
通
じ
て
専
門
性
、
応

用
性
を
高
め
て
い
く
「
海
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
も
大
き
な
柱
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
海
に
関
す
る
自
然
科
学
系
・
社
会
科
学

を
中
心
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
が
、
加
え

て
、
海
洋
底
探
査
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

学
内
外
と
の
連
携
に
よ
る
先
端
的
海
域
研

究
の
推
進
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

|
新
し
い
船
に
つ
い
て
は
？

　
深
江
丸
は
船
齢
32
年
を
数
え
、
性
能
や

機
能
の
低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
新
造
船
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
新
し
い
船
は
、
高
い
安
全
性
と
長
期

航
海
に
対
応
し
、
居
住
空
間
も
向
上
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
探
査
装
置
を
新
た

に
搭
載
し
、
高
機
能
練
習
船
と
し
て
建
造

さ
れ
、
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
深
江
丸
は
、
国
立
大
学
法
人
が
所
有
す

る
船
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
ニ
ー
ズ

系
の
幅
広
い
知
識
を
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
か
ら
社
会
問
題
の
解
決
に
資
す
る
人

材
、
経
営
セ
ン
ス
を
持
っ
た
高
度
技
術
者
、

次
世
代
の
海
洋
に
関
す
る
政
策
を
世
界
に
提

言
で
き
る
人
材
の
養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
た
な
船
を
建
造
し
、

新
研
究
組
織
も
設
置

 |
深
江
丸
の
活
用
方
法
は
？

　
こ
れ
ま
で
深
江
丸
は
海
事
科
学
研
究
科

の
附
属
練
習
船
で
し
た
。
そ
れ
を
全
学
附

属
と
し
て
、「
海
洋
教
育
研
究
基
盤
セ
ン

タ
ー
」
の
下
に
管
理
・
運
航
す
る
こ
と

で
、
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
運
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。
深
江
丸
は
新
学
部
の
海
技
ラ

イ
セ
ン
ス
コ
ー
ス
の
学
生
に
対
す
る
実
習

に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
災
害
時
の
支
援

活
動
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
世
代
の
高
機
能
練
習
船
と
し
て
の
運

航
へ
向
け
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
建
造
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

|
３
つ
目
の
柱
で
あ
る
新
研
究
組
織

と
は
？

　
神
戸
大
学
で
は
２
０
１
９
年
10
月
に
学

長
直
轄
組
織
と
し
て
高
等
研
究
院
を
設
置

し
、
そ
の
中
に
「
海
共
生
（
と
も
い
き
）

研
究
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
を
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
海
と
人
間
の
共
生
を
構
想
し

て
、
先
端
研
究
を
推
進
し
つ
つ
、
国
際
的

プ
レ
ゼ
ン
ス
の
確
立
に
向
け
た
政
策
提
言

を
行
う
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
た
研
究

組
織
で
す
。
縦
割
り
で
は
な
く
完
全
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
な
の
で
、
産
官
学

に
も
広
く
人
材
を
求
め
て
連
携
研
究
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
地
震
・
火
山
大
国
に
暮

ら
し
て
き
た
日
本
人
の
災
害
観
の
再
構
築

を
行
う
と
い
っ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
機
能

も
備
え
た
研
究
組
織
に
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

を
通
じ
て
活
動
を
始
め
ま
す
。
こ
の
組
織

の
特
徴
は
、
社
会
系
と
理
科
系
の
教
員
や

研
究
者
が
参
加
し
て
、
意
見
を
闘
わ
せ
る

場
で
あ
る
こ
と
。
言
わ
ば
「
海
の
梁
山

泊
」
で
す
。
そ
ん
な
研
鑽
会
を
定
期
的
に

開
催
し
、
脱
専
門
的
な
取
り
組
み
か
ら
課

題
を
抽
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

全長 :49.95ｍ╱型幅 :10.00ｍ╱総トン数 :449トン 　
航行区域 : 近海区域（A2 水域）╱最大搭載人員 :64 名

神戸大学海事科学研究科附属練習船深江丸は、海技
士養成にかかる教育のほか、多くの研究活動のため
に運航されており、現行船は3代目。学生の実習や
各種実験だけでなく、他大学学生の乗船研修、一般
向け公開講座、小中学生の校外学習、企業研修など
に利用されています。利用例としては、海洋底探査
センターの鬼界カルデラ（鹿児島）探査航海があり、
2016年10月の第1回探査航海（15日間）では、鬼界
カルデラの巨大マグマ溜まりのモニタリングやエア
ガンを使用した地層探査、マルチナロービームによ
る測深などが行われました。鬼界カルデラ付近の海
域探査は5年～10年間継続的に実施される計画で、
深江丸はこれまでに6回の探査航海を実施。世界で
初めて巨大溶岩ドームの存在を確認するなど、数々
の実績を上げています。2020年度も、10月に海洋
底探査センターの探査航海が予定されています。

10年計画で
鬼界カルデラを調査
「深江丸」の探査航海

特集 1     日本の海洋立国を牽引するグローバルリーダーを育成

OKADA Kazuo

先端的海洋関連研究

日本人の災害観の再構築

国際的プレゼンス向上への政策提言

海洋関連先端研究の推進 海洋立国を牽引するシンクタンク

神戸大学全体での海洋人材育成 業界・行政と連携した即戦力人材の育成

海
外
研
究
機
関

海
外
シ
ン
ク
タ
ン
ク

JAMSTEC JOGMEC

重工業界

建設業界

保険業界

運輸業界

海洋底変動
研究ユニット

海洋開発
研究ユニット

海洋交通
研究ユニット シーズユニット

中央行政府

地方行政府

海洋地盤
研究ユニット

巨大災害リスク
研究ユニット

海洋政策
研究ユニット

手塚治虫氏の「海のトリトン」が
海神プロジェクトのナビゲーターに！
　「海のトリトン」は、人間に育てられたトリトン族の末裔トリトンが、
海を舞台に数々の試練や闘いを乗り越え成長していく物語です。原作では
随所に、手塚治虫氏らしい文明批評や環境問題への視点が盛り込まれて
おり、現代にも十分通じる作品となっています。
　神戸大学が「海に開かれ、海を拓く」総合大学を目指して進む上でのナビ
ゲーター（水先案内人）として、手塚治虫氏の「海のトリトン」を起用させ
ていただきました。そこには、神戸大学もトリトンのように、さまざまな
社会的課題を克服しながら前に進んでいきたいとの思いを込めています。

社会の、海に関するリテラシーを
少しでも高める活動ができれば。
　私の子供の頃は芦屋の浜で海水浴ができた。天保山に船
で出張に出かける父親を見送った記憶もあります。海と人
の暮らしはもっと距離が近かった。でも今の子供たちは違
います。魚や海の乗り物が好きだった子供たちもやがて
ゲームやスポーツ、音楽などに興味が移っていきます。
一方、日本は四方を海に囲まれた海洋国であり、海の重要
性はこれからも減じることはありません。相対的に小さく
なったとは言え、海運は今も国際物流上大きな役割を果た

していますし、海洋資源開発や海洋エネルギーの利活用な
どはこれから注目される産業分野です。また、領海問題は
国家運営にとって重要な外交課題ですし、地震や火山噴火
の予知研究や海洋プラスチックの問題も持続可能な社会を
作っていく上で避けて通ることはできません。こうした社
会課題の解決のために「海の神戸大学」としてやるべきこ
とは何か？海神プロジェクトではそんな問いかけに少しで
も答えられる取り組みを進めていきたいと思います。

岡田 一雄
「海神プロジェクト」ブランディングアドバイザー

海共生（うみともいき）研究アライアンス

ⓒ手塚プロダクション

「深江丸」の功績

目標・成果
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特集 2   神大 研究ズームアップ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
世
の
中
を
理
解

す
る
手
段

|
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
と
は
？

　「
六
次
の
隔
た
り
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
す
か
？
知
人
の
知
人
と
い
っ
た
関
係
を

６
人
辿
っ
て
い
く
と
、
世
界
中
の
誰
に
で

も
つ
な
が
る
と
い
う
有
名
な
仮
説
で
す
。

一
見
、
不
可
能
で
す
が
可
能
な
わ
け
で
、
と

て
も
不
思
議
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
ん
な
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
、
点
と
点
（
ノ
ー

ド
）
を
線
（
リ
ン
ク
）
で
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
考
え
る
と
、
非
常
に
簡
単
な
モ
デ

ル
で
説
明
で
き
る
。
そ
ん
な
論
文
が
１
９
９

８
年
に
発
表
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
世
の

中
を
理
解
す
る
上
で
重
要
だ
と
い
う
認
識
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　
同
じ
頃
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ノ
ー
ド
と

し
、
そ
れ
ら
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
結
ぶ
リ
ン
ク
を

辿
る
こ
と
で
、
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・

ウ
ェ
ブ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
個
々
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
が
持
つ
リ
ン

ク
の
数
（
次
数
）
の
分
布
を
取
る
と
、
き

れ
い
な
統
計
的
な
分
布
が
現
れ
た
の
で

す
。
誰
も
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
構
造

な
ど
考
え
ず
に
勝
手
に
リ
ン
ク
を
張
っ
て

い
る
の
に
、
全
体
で
見
る
と
き
れ
い
な
分

布
が
出
る
。
そ
し
て
そ
の
分
布
は
、
統
計

物
理
学
に
お
い
て
よ
く
現
れ
る
「
べ
き
分

布
」
と
等
し
か
っ
た
の
で
す
。
航
空
網
に

お
け
る
空
港
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
同
様

の
性
質
を
示
し
ま
す
し
、
経
済
学
の
分
野

で
も
同
じ
分
布
が
出
て
く
る
現
象
は
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
社
会
や
経
済
、
自
然
の
シ
ス

テ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
動
い
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
け
れ

ど
、
マ
ク
ロ
的
に
見
る
と
共
通
の
特
徴
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
こ

か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
は
い
ろ
い
ろ
な

分
野
の
研
究
者
を
巻
き
込
ん
で
発
展
し
て

き
て
い
ま
す
。

|
先
生
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
の
出
会

い
は
？

　
私
は
10
年
ほ
ど
前
ま
で
、
金
融
政
策
、
特

に
マ
ク
ロ
経
済
学
の
理
論
的
な
モ
デ
ル
を

研
究
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
８

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
起
因
す
る

世
界
規
模
の
連
鎖
的
な
金
融
危
機
と
い
う

現
象
を
、
従
来
の
モ
デ
ル
で
は
説
明
で
き

な
く
な
り
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
に
着
目
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
で
は
物
事
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
考
え
、
そ
の
中
で
起
こ
る

現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
数
理
的
に
考
え

る
。
そ
れ
な
ら
金
融
市
場
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
表
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
波
及
を
詳
細
に
分
析

で
き
る
と
考
え
た
の
で
す
。

　
金
融
市
場
で
は
銀
行
が
ノ
ー
ド
で
、
銀
行

間
で
は
毎
日
お
金
の
貸
し
借
り
が
発
生
す
る

の
で
、
貸
し
手
か
ら
借
り
手
に
線
（
リ
ン

ク
）
が
つ
な
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
毎
日

で
き
ま
す
。
そ
れ
を
解
析
し
て
い
る
う
ち

に
、
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
共
通
性
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
銀
行
と
い
う
人
の
集
団

（
企
業
）
の
行
動
と
個
人
の
行
動
パ
タ
ー
ン

を
比
較
す
る
と
、
多
く
の
類
似
点
が
見
ら
れ

た
の
で
す
。
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し

て
は
、
人
々
に
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
と
い

う
デ
バ
イ
ス
を
身
に
つ
け
て
も
ら
っ
て
接
触

記
録
を
取
り
、
そ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
下
図
参
照
）
。

動
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
分
析
す
る

新
手
法

|
ど
の
よ
う
に
比
較
す
る
？

　
会
話
に
は
「
誰
と
話
す
か
」「
ど
れ
く
ら

い
の
時
間
話
す
か
」
、
そ
し
て
次
の
人
に

「
い
つ
話
し
か
け
る
か
」
と
い
う
意
思
決
定

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
会
話
を
す
る
ペ
ア
が

た
く
さ
ん
い
れ
ば
、
会
話
の
持
続
時
間
と
、

次
の
相
手
と
会
話
を
す
る
ま
で
の
間
隔
の
分

布
が
取
れ
ま
す
。
そ
の
分
布
を
見
る
と
、

「
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
話
す
か
」
と
い
う
持

続
分
布
が
、
銀
行
が
同
じ
取
引
相
手
と
何
日

間
続
け
て
取
引
す
る
の
か
と
い
う
持
続
分
布

と
全
く
同
じ
形
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
次
の
人
に
い
つ
話
し
か
け
る
か
」
と
い
う

間
隔
分
布
は
、
銀
行
が
あ
る
銀
行
と
の
取
引

を
停
止
し
て
か
ら
再
開
す
る
ま
で
の
間
隔
分

布
と
同
じ
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
個
人

間
の
会
話
も
銀
行
間
の
取
引
も
、
意
思
決
定

に
お
い
て
は
全
く
相
似
形
に
あ
る
こ
と
が
初

め
て
わ
か
っ
た
わ
け
で
す
。

ウェアラブルセンサ　　　  ⓒ Socio Patterns接触データの記録イメージ。二者の距離が遠い場合（左図）や正対していない場合（中央図）は記録されず、約1m以内で
正対した場合にのみ機器に記録される（右図）。                                         出典 : Cattuto et al. PLOS ONE 5, e11596 （2010）

|
個
人
の
会
話
に
は
い
ろ
い
ろ
な
動
機
が
あ
り
ま
す
が
、
銀
行
の
取
引
は
純
粋
に
利
潤
の
追
求
が
目
的
で
す
。
目
的
が
違
う
の
に
相
似
形
に
な
る
と
？

　
そ
こ
が
不
思
議
な
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
私
が
分
析
し
た
イ
タ
リ
ア
の
銀
行
間
市
場
の
デ
ー
タ
で
は
、
３
０
０
も
の
銀
行
が
あ
る
の
に
、
同
じ
１
つ
の
銀
行
と
１
０
０
日
以
上
も
連
続
で
取
引
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ラ
ン
ダ
ム
に
取
引
相
手
を
選
ん
で
い
る
の
な

ら
、
３
０
０
分
の
１
の
相
手
と
１
０
０
日
以
上
も
取
引
が
続
く
こ
と
は
確
率
か
ら
言
え
ば
あ
り
得
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
相
手
と
何
か
し
ら
関
係
を
続
け
る
こ
と
に
銀
行
は
価
値
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
を
理
解
す
る
上
で
人
間
関
係
に
お
け
る
意
思
決
定
が
ヒ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
人
間
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
研
究
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
小
学
校
で
生
徒
た
ち
の
会
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
モ
デ
ル
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
で
誰
と
誰
が
会
話
し
た
か
を
記
録
し
、
生
徒
間
の
親
密
さ
の
度
合

い
を
、
デ
ー
タ
か
ら
客
観
的
に
識
別
す
る
研
究
で
す
。
そ
の
際
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
各
個
人
が
潜
在
的
に
持
つ
活
動
量
の
違
い
を
考
慮
す
る
こ
と
で
す
。

|
潜
在
的
に
持
つ
活
動
量
と
は
？

　
ま
ず
、
人
間
関
係
で
言
え
ば
友
達
、
企
業
関
係
で
言
え
ば
お
得
意
様
を
、
科
学
的
に
ど
う
定
義
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
従
来
は
単
純
に
、
接
触
回
数
が
多
け
れ
ば
友
達
と
み
な
し
、
取
引
の
回
数
や
金
額
が
多
い
相
手
を
お
得
意
様
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
見
方
に
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。
大
企
業
な
ら
自
然
に
取
引
回
数
は
多
く
な
り
、
取
引
額
も
大
き
く
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
仮
に
、
小
さ
な
会
社
が
１
万
円
の
取
引
を
１
０
０
回
行
う
関
係
性
と
、
大
企
業
が
１
０
０
０
万
円
を
１
回
だ
け
取
引
し
た
関

係
性
を
比
較
す
る
と
、
取
引
額
は
小
さ
く
て
も
前
者
の
方
が
関
係
性
は
強
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
友
達
か
ど
う
か
、
お
得
意
様
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
上
で
は
、
各
個
人
、
各
企
業
が
持
っ
て
い
る
潜
在
的
な
活
動
量
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
企

業
は
潜
在
的
な
活
動
量
が
高
い
の
で
、
そ
こ
は
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
小
学
生
の
人
間
関
係
で
言
え
ば
、
非
常
に
社
交
的
な
子
が
１
日
に
50
人
と
話
す
こ
と
は
確
率
的
に
起
こ
り
得
ま
す
。
で
も
、
非
常
に
寡
黙
な
子
が
、
特
定
の
子
と
１
日
に
２
分
だ
け
話
す
と
な
れ
ば
、
そ
こ
に
特
別
な
関
係
性
が
あ
る
と
判
断
で
き
ま
す
。
各
個

人
が
持
っ
て
い
る
本
来
の
活
動
量
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
絶
対
的
な
会
話
時
間
に
よ
ら
な
い
関
係
性
を
検
出
で
き
る
わ
け
で
す
（
10
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）
。

|
こ
の
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
重
要
な
枝
を
抽
出
す
る
研
究
は
あ
り
ま
し
た
が
、
固
定
さ
れ
た
、
あ
る
時
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
対
象
で
し
た
。
私
た
ち
の
研
究
は
、
動
的
に
、
時
間
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
友
達
関
係
を
抽

出
す
る
方
法
（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
）
を
開
発
し
た
点
が
新
し
く
、
そ
こ
が
評
価
さ
れ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
動
的
な
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
の
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

|
他
の
分
野
に
も
応
用
が
利
く
？

　
動
的
に
移
り
変
わ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
適
用
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
学
校
内
の
友
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
客
観
的
に
把
握
し
て
、
い
じ
め
を
検
知
し
た
り
、
い
じ
め
の
予
兆
を
観
察
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
金
融
市
場
の
取
引
関

係
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
家
畜
の
群
れ
の
管
理
に
応
用
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
下
の
経
済
危
機
を
回
避
で
き
る
可
能
性

|
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世
界
経
済
に
対
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
の
領
域
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
し
ょ
う
か
？

　
実
際
に
今
、
た
く
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
予
測
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
と
人
が
ど
う
つ
な
が
り
、
ど
う
動
く
か
を
数
理
モ
デ
ル
を
使
っ
て
予
測
し
、「
こ
の
程
度
の
行
動
制
限
を
課
せ
ば
、
こ

れ
く
ら
い
感
染
拡
大
を
抑
え
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
判
断
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
々
が
こ
う
い
う
行
動
を
し
た
ら
、
こ
れ
く
ら
い
感
染
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
は
数
理
モ
デ
ル
か
ら
予
測
で
き
て
も
、
今
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
で
は
、
何
ら
か
の
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
場
合
に
人
々
の
行
動
が
ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、

コ
ロ
ナ
発
生
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、
人
々
は
自
発
的
に
家
に
引
き
こ
も
っ
た
り
、
外
出
を
控
え
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
そ
の
結
果
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
形
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
形
が
自
発
的
に
ど
う
変
わ
る
の
か
、
つ
ま
り
、

人
々
の
行
動
が
自
発
的
に
ど
う
変
わ
る
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
人
々
の
行
動
変
容
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
た
上
で
感
染
の
予
測
や
対
策
が
で
き
れ
ば
、
政
府
が
国
民
に
行
動
制
限
を
課
す
必
要
性
を
、
よ
り
厳
密
に
判
断
で
き
る
で
し
ょ
う
。

|
コ
ロ
ナ
下
で
も
緊
急
事
態
宣
言
を
出
さ
ず
に
済
む
場
合
も
あ
り
う
る
？

　
そ
の
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
回
、
国
が
人
と
の
接
触
を
80
％
抑
え
る
要
請
を
出
し
ま
し
た
が
、
も
し
人
々
が
自
発
的
に
そ
れ
だ
け
の
行
動
を
抑
え
る
こ
と
が
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
要
請
を
出
す
必
要
は
な
く
な
り
、
経
済
活
動
を
一
斉
に
止
め
る
よ

う
な
事
態
も
回
避
で
き
る
わ
け
で
す
。

|
今
後
、
先
生
が
そ
の
研
究
を
？

　
進
め
た
い
の
で
す
が
、
倫
理
的
な
問
題
が
あ
っ
て
実
験
が
難
し
い
ん
で
す
。
ま
さ
か
人
の
集
ま
り
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
を
入
れ
て
、
全
員
が
ど
う
反
応
す
る
か
を
見
る
な
ん
て
実
験
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
社
会
的
な
昆
虫
で
あ
る
ア
リ
を
対
象
に
そ
う
し
た
実

験
を
行
う
研
究
者
も
い
て
、
一
つ
の
可
能
性
を
感
じ
ま
す
が
、
や
は
り
人
間
の
社
会
レ
ベ
ル
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
験
は
非
常
に
困
難
で
す
が
、
何
ら
か
の
方
法
を
考
え
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ネットワーク科学で
社会の動きを可視化する

時間とともに変化するネットワークの新たな分析手法を開発

1
9
9
9
年
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
2
0
0
4
年
名
古
屋

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
中
京
大
学
経

済
学
部
専
任
講
師
・
准
教
授
を
経
て
現
職
。
専
門
は
マ
ク
ロ
経
済

学
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
。
主
な
研
究
領
域
は
、
経
済
学
分
野
で

は
マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
た
望
ま
し
い
金
融
政
策
に
関
す
る

研
究
、
近
年
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
分
野
の
モ
デ
ル
や
解
析
方
法

を
、
経
済
現
象
の
分
析
に
応
用
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

2
0
2
0
年
に
は
兵
庫
県
内
に
ゆ
か
り
の
あ
る
優
れ
た
学
術
研
究

を
顕
彰
す
る
村
尾
育
英
会
学
術
賞
を
受
賞
し
た
。
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小
林 

照
義

interview
ee

大
学
院
経
済
学
研
究
科 

准
教
授

　親
密
な
人
間
関
係
を
デ
ー
タ
か
ら
識
別

す
る
、
平
た
く
言
え
ば
、
人
間
の
集
団
を

観
察
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
誰
と
誰
が
友
達

の
関
係
に
あ
る
か
、
ど
れ
く
ら
い
親
し
い

か
を
客
観
的
に
割
り
出
す
研
究
を
、
大
学

院
経
済
学
研
究
科
の
小
林
照
義
准
教
授
が

発
表
し
て
い
る
。

　小
林
准
教
授
は
数
理
的
な
マ
ク
ロ
経
済

モ
デ
ル
を
用
い
た
金
融
政
策
の
分
析
に
加

え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
を
研
究
領
域
と

し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
と
は
、

現
実
世
界
で
起
き
る
現
象
の
背
後
に
あ
る

関
係
構
造
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
そ
の
現

象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
学
問
だ
。
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
捉
え
、
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
親
密
な
人
間

関
係
を
識
別
す
る
研
究
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
変
化
す
る
動
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
分
析
で
き
る
手
法
を
開
発
し
た
点
で
注

目
さ
れ
た
。
人
間
の
親
密
さ
を
識
別
す
る

研
究
と
金
融
市
場
の
分
析
が
ど
う
結
び
つ

く
の
か
、
小
林
准
教
授
に
聞
い
た
。

11特集 2 神大 Zoom-up研究ズームアップ
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|
個
人
の
会
話
に
は
い
ろ
い
ろ
な
動
機

が
あ
り
ま
す
が
、
銀
行
の
取
引
は
純
粋
に

利
潤
の
追
求
が
目
的
で
す
。
目
的
が
違
う

の
に
相
似
形
に
な
る
と
？

　
そ
こ
が
不
思
議
な
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

私
が
分
析
し
た
イ
タ
リ
ア
の
銀
行
間
市
場
の

デ
ー
タ
で
は
、
３
０
０
も
の
銀
行
が
あ
る
の

に
、
同
じ
１
つ
の
銀
行
と
１
０
０
日
以
上
も

連
続
で
取
引
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ラ
ン
ダ
ム
に
取
引
相
手
を
選
ん
で
い
る
の
な

ら
、
３
０
０
分
の
１
の
相
手
と
１
０
０
日
以

上
も
取
引
が
続
く
こ
と
は
確
率
か
ら
言
え
ば

あ
り
得
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
相
手

と
何
か
し
ら
関
係
を
続
け
る
こ
と
に
銀
行
は

価
値
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
を
理
解
す
る

上
で
人
間
関
係
に
お
け
る
意
思
決
定
が
ヒ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
人
間
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
研
究
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス

の
小
学
校
に
お
け
る
生
徒
た
ち
の
会
話

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
モ
デ
ル
化
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
で
誰
と
誰
が

会
話
し
た
か
を
記
録
し
、
生
徒
間
の
親
密

さ
の
度
合
い
を
、
デ
ー
タ
か
ら
客
観
的
に
識

別
す
る
研
究
で
す
。
そ
の
際
に
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
各
個
人
が
潜
在
的
に
持
つ
活
動

量
の
違
い
を
考
慮
す
る
こ
と
で
す
。

|
潜
在
的
に
持
つ
活
動
量
と
は
？

　
ま
ず
、
人
間
関
係
で
言
え
ば
友
達
、
企
業

関
係
で
言
え
ば
お
得
意
様
と
い
っ
た
「
親
密

さ
」
を
、
科
学
的
に
ど
う
定
義
す
る
か
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
従
来
は
単
純
に
、
接

触
回
数
が
多
け
れ
ば
友
達
と
み
な
し
、
取
引

の
回
数
や
金
額
が
多
い
相
手
を
お
得
意
様
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
見
方
に
は
問
題

が
あ
り
ま
す
。
大
企
業
な
ら
自
然
に
取
引
回

数
は
多
く
な
り
、
取
引
額
も
大
き
く
な
り
ま

す
か
ら
ね
。
仮
に
、
小
さ
な
会
社
が
１
万
円

の
取
引
を
１
０
０
回
行
う
関
係
性
と
、
大
企

業
が
1
0
0
万
円
を
1
0
0
回
取
引
し
た
場

合
で
は
、
取
引
額
は
小
さ
く
て
も
前
者
の
方

が
関
係
性
は
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

だ
か
ら
、
友
達
か
ど
う
か
、
お
得
意
様
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
上
で
は
、
各
個
人
、
各
企

業
が
持
っ
て
い
る
潜
在
的
な
活
動
量
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
企
業
は
潜
在

的
な
活
動
量
が
高
い
の
で
、
そ
こ
は
割
り
引

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
小
学
生
の
人
間
関
係
で
言
え
ば
、
非
常

に
社
交
的
な
子
が
１
日
に
50
人
と
話
す
こ

と
は
確
率
的
に
起
こ
り
得
ま
す
。
で
も
、

非
常
に
寡
黙
な
子
が
、
特
定
の
子
と
１
日

に
3
分
話
し
た
と
な
れ
ば
、
そ
こ
に
特
別

な
関
係
性
が
あ
る
と
判
断
で
き
ま
す
。
各

個
人
が
持
っ
て
い
る
本
来
の
活
動
量
を
考

慮
す
る
こ
と
で
、
絶
対
的
な
会
話
時
間
に

よ
ら
な
い
関
係
性
を
検
出
で
き
る
わ
け
で

す
（
10
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）。

|
こ
の
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
重
要

な
リ
ン
ク
を
抽
出
す
る
研
究
は
あ
り
ま
し

た
が
、
固
定
さ
れ
た
、
あ
る
時
点
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
対
象
で
し
た
。
私
た
ち
の
研
究

は
、
動
的
に
、
時
間
と
と
も
に
変
わ
っ
て

い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
友
達
関
係

を
抽
出
す
る
方
法
（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
）
を

開
発
し
た
点
が
新
し
く
、
そ
こ
が
評
価
さ

れ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
動
的
な
性
質
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科

学
の
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ネットワークの動的な性質を明らかにする

|
他
の
分
野
に
も
応
用
が
利
く
？

　
動
的
に
移
り
変
わ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
適
用
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
学
校
内
の
友
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
客

観
的
に
把
握
し
て
、
い
じ
め
を
検
知
し
た

り
、
い
じ
め
の
予
兆
を
観
察
で
き
る
可
能

性
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
金
融
市
場

の
取
引
関
係
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
家
畜

の
群
れ
の
管
理
に
応
用
す
る
こ
と
も
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
下
の
行
動
制
限
を
回
避
で
き

る
可
能
性

|
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世
界
経
済
に
対

し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
の
領
域
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
し
ょ

う
か
？

　
実
際
に
今
、
た
く
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

科
学
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
予
測
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。
人
と
人
が
ど
う
つ
な
が
り
、
ど

う
動
く
か
を
数
理
モ
デ
ル
を
使
っ
て
予
測

し
、「
こ
の
程
度
の
行
動
制
限
を
課
せ
ば
、

こ
れ
く
ら
い
感
染
拡
大
を
抑
え
ら
れ
る
」
と

い
っ
た
判
断
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
々
が
こ
う
い
う
行
動
を
し
た

ら
、
こ
れ
く
ら
い
感
染
が
広
が
る
と
い
う
こ

と
は
数
理
モ
デ
ル
か
ら
予
測
で
き
て
も
、
今

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科
学
で
は
、
何
ら
か
の

シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
場
合
に
人
々
の
行
動
が

ど
う
変
わ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、

コ
ロ
ナ
発
生
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、

人
々
は
自
発
的
に
家
に
引
き
こ
も
っ
た
り
、

外
出
を
控
え
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
そ
の
結

果
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
形
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
形

が
自
発
的
に
ど
う
変
わ
る
の
か
、
つ
ま
り
、

シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
て
ど
の
程
度
反
応
す
る
の

か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
人
々
の

行
動
変
容
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
た
上
で

感
染
の
予
測
や
対
策
が
で
き
れ
ば
、
政
府
が

国
民
に
行
動
制
限
を
課
す
必
要
性
を
、
よ
り

厳
密
に
判
断
で
き
る
で
し
ょ
う
。

|
コ
ロ
ナ
下
で
も
緊
急
事
態
宣
言
を
出

さ
ず
に
済
む
場
合
も
あ
り
う
る
？

　
そ
の
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
回
、

国
が
人
と
の
接
触
を
80
％
抑
え
る
要
請
を
出

し
ま
し
た
が
、
も
し
人
々
が
自
発
的
に
そ
れ

だ
け
の
行
動
を
抑
え
る
こ
と
が
デ
ー
タ
か
ら

わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
要
請
を
出
す
必
要
は
な

く
な
り
、
経
済
活
動
を
一
斉
に
止
め
る
よ
う

な
事
態
も
回
避
で
き
る
わ
け
で
す
。

|
今
後
、
先
生
が
そ
の
研
究
を
？

　
進
め
た
い
の
で
す
が
、
倫
理
的
な
問
題
が

あ
っ
て
実
験
が
難
し
い
ん
で
す
。
ま
さ
か
人

の
集
ま
り
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
を
入
れ

て
、
全
員
が
ど
う
反
応
す
る
か
を
見
る
な
ん
て

実
験
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
社
会
性
昆
虫

で
あ
る
ア
リ
を
対
象
に
そ
う
し
た
実
験
を
行
う

研
究
者
も
い
て
、
一
つ
の
可
能
性
を
感
じ
ま

す
が
、
や
は
り
人
間
の
社
会
レ
ベ
ル
で
理
解

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
験
は
非
常
に

困
難
で
す
が
、
何
ら
か
の
方
法
を
考
え
て
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　経済学研究科の小林照義准教授が第37回村尾育

英会学術賞、末石直也教授が同学術奨励賞をそれ

ぞれ受賞し、2020年３月７日に授賞式が行われ

ました。この賞は、「神戸ないし兵庫にゆかりの

ある研究」または「兵庫県内の研究機関に所属す

る研究者の研究」を対象に、毎年選考を経て表彰

されるものです。

　小林准教授の受賞テーマは「社会・経済ネット

小林照義准教授が「第37回 村尾育英会学術賞」
末石直也教授が「同学術奨励賞」を受賞しました。 Topics

ST filter ( 提案手法 )Disparity filter接触回数による識別

小林先生の研究グループは、調査対象となるペアが潜在的に持つ活動

量をデータから推計し、無作為に相手を選んだ場合の接触回数を計

算。その上で、各ペアが現実に接触した回数を調べ、その回数が無作

為に相手を選んだときに起こりえないほど多ければ、関係が親密と判

断した。

上の図は、フランスの小学校における会話ネットワークに応用した

結果。各点は生徒、その色は所属するクラス（黒点は教師）、黒線は親密

な二者関係を示す。接触回数だけで判断する従来の考え方（左の図）で

は、クラス外にも親密なペアが多数存在するように見えるが、各ペアが

潜在的に持つ活動量を考慮する小林先生のフィルタリング（右の図）に

よると、親密なペアは同じクラス内で多数発見された。友達関係は、や

はりクラスごとの集団として表れてくることが客観的に示された。

ワークの動的解析」で、銀行間取引データの解析

や、銀行破綻が金融取引のネットワークを通じて

大域的な連鎖に発展するメカニズムを理論的に示

した研究などが評価されました。

　末石教授の受賞対象となった研究テーマは「モー

メント制約モデルの効率性限界の分析」で、分布

関数を特定化しない条件の下での統計的モデルの

効率的な推定方法に関する業績が評価されました。

動的ネットワークの中で安定的な二者関係を客観的に識別
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神大生の挑戦

戦挑
神大生の

さらなる高みを目指して
ゼロからの車づくりにかける思い

神
戸
大
学
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
チ
ー
ム

F
O
R
T
E
K
は
、毎
年
9
月
に
行
わ
れ
る

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
日
本
大
会
で
、昨
年
全
国

総
合
５
位
、特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

小
型
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
を
ゼ
ロ
か
ら
設
計
し
、

実
際
に
走
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、何
度
も
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
す
。車
づ
く
り
、モ
ノ
づ
く
り

に
か
け
る
思
い
を
、代
表
の
黒
谷
一
真
さ
ん
に

聞
い
た
。

|
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
と
は
？

　
学
生
た
ち
で
小
型
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
を
設

計
・
開
発
し
て
、そ
れ
を
毎
年
９
月
に
行
わ
れ
る

大
会
で
競
わ
せ
る
も
の
で
す
。大
会
の
趣
旨
と
し

て
は
、学
生
自
ら
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、１
年
間

で
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ス
タ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る
マ
シ
ン

を
つ
く
り
、そ
の
設
計
・
開
発
を
通
し
て
、学
生

自
身
が
モ
ノ
づ
く
り
の
喜
び
や
厳
し
さ
、面
白

さ
を
学
ぶ
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

|
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
日
本
大
会
で
は
、ど
の

よ
う
な
競
技
が
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
大
会
の
中
に
は
、動
的
審
査
と
静
的
審
査
と

い
う
二
つ
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。動
的
審
査
は
マ

シ
ン
の
性
能
を
競
う
も
の
で
、ア
ク
セ
ラ
レ
ー

シ
ョ
ン
、ス
キ
ッ
ド
パ
ッ
ド
、オ
ー
ト
ク
ロ
ス
、エ
ン

デ
ュ
ラ
ン
ス
と
い
う
4
種
の
競
技
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
実
際
に
車
を
操
縦
し
て
、タ
イ
ム
や

耐
久
性
能
、燃
費
を
競
う
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。一
直
線
の
コ
ー
ス
を
進
ん
だ
り
、８
の
字
の

コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
た
り
、テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
よ

う
な
車
の
動
き
を
し
ま
す
。静
的
審
査
で
は
、コ

ス
ト
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、デ
ザ
イ
ン
の
3
つ

で
競
い
ま
す
。マ
シ
ン
生
産
に
か
か
る
コ
ス
ト
の

安
さ
や
、市
場
へ
の
売
り
込
み
方
、設
計
が
評
価

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
７
つ
の
競
技
の
点
数
の
合
計
点
で
競
い

ま
す
。

|
普
段
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　
僕
た
ち
の
チ
ー
ム
で
は
、マ
シ
ン
を
設
計
、製

作
、走
行
の
３
段
階
に
分
け
て
い
ま
す
。大
会
の

終
わ
っ
た
９
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
設
計
を
し
、

そ
し
て
製
作
、走
行
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
。設

計
で
は
、そ
も
そ
も
ど
ん
な
マ
シ
ン
を
つ
く
る
の

か
話
し
合
っ
て
決
め
ま
す
。そ
し
て
、設
計
し
た

マ
シ
ン
を
、設
備
の
あ
る
製
作
場
な
ど
で
作
り
上

げ
ま
す
。作
り
上
げ
た
マ
シ
ン
を
大
会
の
前
に
、

広
い
会
場
で
走
ら
せ
、走
行
練
習
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
を
約
１
年
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

|
苦
し
か
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
す
か
？

　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
一
番
は
、シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き

で
す
。実
際
に
走
ら
せ
た
と
き
に
、部
品
が
壊
れ

た
り
、変
形
し
過
ぎ
た
り
し
な
い
よ
う
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
の
で
す
が
、繰
り
返
し
行
っ

て
い
る
と
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
壊
れ

て
し
ま
う
。失
敗
し
た
初
期
段
階
で
原
因
に
目

処
を
た
て
て
も
、ど
ん
ど
ん
他
に
も
失
敗
し
た
と

こ
ろ
が
出
て
き
て
、問
題
点
を
突
き
詰
め
通
し
た

後
に
も
失
敗
す
る
。原
因
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
、ず
っ
と
探
し
続
け
る
作
業
は
し
ん
ど
い
で
す
。

|
苦
し
い
中
で
の
や
り
が
い
は
何
で
し
ょ

う
か
？

　
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
っ
た
車
が
実
際
に
走
る
と
き

に
、一
番
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。自
分
た
ち
が

設
計
し
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
何
十
回
、何
百

回
と
し
て
、た
く
さ
ん
失
敗
を
し
て
、け
っ
こ
う

心
が
折
れ
る
ん
で
す
。心
が
折
れ
て
も
や
り
切
っ

た
先
に
、う
ま
く
走
っ
た
と
き
、本
当
に
喜
び
を

感
じ
ま
す
。

|
モ
ノ
づ
く
り
を
志
す
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
学
は
、今
ま
で
で
一
番
自
由
で
、部
活
動
も

自
由
な
活
動
が
で
き
ま
す
。モ
ノ
づ
く
り
に
関

し
て
言
え
ば
、高
校
ま
で
は
用
意
さ
れ
た
も
の

を
作
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、大
学

で
は
ゼ
ロ
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。学
生

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
チ
ー
ム
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。

で
も
、そ
ん
な
風
に
自
由
に
ゼ
ロ
か
ら
モ
ノ
づ
く

り
が
で
き
る
の
は
、実
は
大
学
生
の
う
ち
だ
け

だ
と
思
う
ん
で
す
。い
ざ
会
社
に
入
る
と
、会
社

の
方
針
や
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
縛
ら
れ
て
、制

限
さ
れ
た
モ
ノ
づ
く
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。だ

か
ら
、こ
の
大
学
と
い
う
場
は
、仲
間
た
ち
と
自

由
に
、没
頭
し
て
モ
ノ
づ
く
り
が
で
き
る
、有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
る
貴
重
な
場
だ
と
思
い
ま

す
。モ
ノ
づ
く
り
に
興
味
が
あ
っ
て
、や
り
が
い

を
感
じ
た
い
方
に
は
、是
非
入
っ
て
ほ
し
い
な
と

思
い
ま
す
。

|
今
後
の
目
標
は
？

　
全
国
１
位
を
と
る
こ
と
で
す
。コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
活
動
自
粛
期
間
で
実
作
業
が
で
き
な
い

な
か
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
話
題
は
、や
っ
ぱ
り

１
位
を
と
り
た
い
、と
い
う
こ
と
。今
ま
で
6
位

以
上（
入
賞
）を
目
標
に
頑
張
っ
て
き
て
、つ
い
に

去
年
総
合
5
位
に
入
れ
た
ん
で
す
。や
っ
と
１

位
が
近
く
に
見
え
て
き
た
の
で
、目
標
は
全
国

総
合
1
位
で
す
。

大垣 萌 文学部人文学科1年

■インタビュアー学生広報チーム

OHGAKI Moe

黒谷 一真神戸大学学生フォーミュラチーム・FORTEK
工学部 機械工学科 3年

神大生の挑戦 1213 kaze Vol.15



KOBE教育

Voice

　V.Schoolでは「いかに盗めるか」これがキーだと思っております。

盗むのは「先生方の思考の仕方」です。通常授業では学生が能動

的に活動できたとしても、先生方の議論を拝見できる機会は少

ないと思われます。この両方が実現可能な場がV.Schoolです。

通常授業で学ぶ専門分野を習得するには一見無関係な視点で

捉えることも必要ではないか、という考えが、私の入校動機の１

つでした。この動機が見透かされたかの如く、本校では多分野の

先生方が各分野の視点から説明してくださり、講義中に頭をフル

回転させた上でその後も十分に思考せねば真に理解できたと

はいえないほど、多様な視点で捉えることが求められています。

　「問うことは思索の敬虔さである」これはハイデッガーの言葉

で、V.School長の國部先生が講義内で紹介してくださった言葉

です。先生は「問うことが何故敬虔さなのか。それは問うことで

新しい世界の扉を開けることができるからだ」と仰っていまし

た。「問う」これは厳密な思考を反復したうえでの行為です。では

その厳密な思考を生み出すものは何か。それもまた思考です。

　先生方の思考を享受し多面的に捉えることで課題解決に貢献

できるような人材になり、V.Schoolの価値を高めたいと思って

おります。

　私は、東京2020大会に向け、地方創生のツールとしてスポーツ

が社会経済に与える影響を学んできました。１年半をかけ、事前

キャンプで来日するアスリートの体調サポート、誘致地の産業、

東京大会の特徴をまとめた実践的な手帳を企画し、完成を見まし

た。しかし、今般の新型ウイルス感染症の流行から、東京大会は

延期、現時点で次の展開には至っていません。ゴール設定をして

準備しても成功しないという経験をし、実践への応用を模索して

いた時、「V.School」の存在を知りました。このスクールでは「価値

創造」に向け、まず、「価値創発」が交流の場として設けられてい

て、各専門分野を代表する先生方の豊富な知見から多くの学び

を得られます。社会実装する「価値設計」では、価値創造を実践で

きる人材(企業家)育成のための体系的なプログラムが受講でき

ます。これらの概念から私の研究活動を省みた時、変化する現実

社会に、柔軟かつ敏速に対応するための検証、分析が不十分だっ

た事や、新たなニーズを模索し、様々な展開を想定して順応する

視点の必要性に気づきました。歴史ある国立大学でありながら、

先進的な環境を兼ね備える神戸大学で学べることに、心から

至福を感じています。今後、感染症禍中、および収束後における

スポーツ経済復興をアシスト可能な手帳の完成を目指します。

思
索
と
創
造
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド 

―
価
値
創
造
の
世
界
的
拠
点
と
し
て
―

神
戸
大
学
　バリ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル﹇
V.
S
c
h
o
o
l
﹈

経営学研究科経営学専攻 博士課程後期課程 1年

久保 雄一郎  KUBO Yuichiro

海事科学部 マリンエンジニアリング学科 メカトロニクスコース 3年

杉浦 愛未  SUGIURA Ami

２
０
２
０
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
神
戸
大
学

バ
リ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル（V.School

）は
、既
存

の
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
を
超
え
た
潜
在
的
な

「
希
望
や
期
待
」を
探
り
あ
て
、具
体
化
し
、

価
値
創
造
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
指
す
。独
立
し
た
組
織
で
は
な
く
、学

部
・
研
究
科
の
枠
を
超
え
て
自
由
に
学
生

が
参
加
す
る
全
学
横
断
組
織
と
し
て
、本

学
の
有
す
る
文
理
融
合
の
伝
統
を
最
大
限

発
揮
す
る
。V.School

の
狙
い
や
特
色
に
つ

い
て
、ス
ク
ー
ル
長
の
國
部
克
彦
副
学
長
に

聞
き
ま
し
た
。

| 

神
戸
大
学
にV.School

を
設
置
し
た

経
緯
は
？

　
社
会
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、新
し
い
価
値
を
創
造

し
て
い
く
よ
う
な
人
材
が
強
く
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
学
が
そ
の
よ
う
な
期
待
に
応
え
て
い
な

い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
一
つ
の

原
因
に
、教
育
が
ど
ん
ど
ん
専
門
に
特
化

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

V.School

は
、価
値
創
造
と
い
う
観
点
か

ら
、学
部
や
研
究
科
の
枠
を
取
り
払
っ
て
、

様
々
な
学
問
分
野
に
横
ぐ
し
を
通
す
こ
と

に
よ
っ
て
、知
の
活
性
化
を
目
指
し
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

|V.School

の
特
色
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　V
.School

は
、「
思
索
と
創
造
の
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
、教
員
も
学
生
も
何
の
制
約
も
な
く
、教

育
や
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
込
め
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。授
業
も
単
位
制
で

は
な
い
の
で
、学
則
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く

自
由
に
設
計
で
き
、学
生
の
皆
さ
ん
も
完
全

な
自
由
意
思
で
参
加
し
て
い
ま
す
。協
力
し

て
く
だ
さ
る
教
員
の
方
の
多
く
も
自
由
意

思
で
す
。ま
た
、社
会
的
な
価
値
創
造
の
た

め
に
、企
業
や
自
治
体
と
協
力
し
て
複
数
の

価
値
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち
上
げ
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
じ
て
、入
校
さ
れ
た
学
生
に
は
、高
度
な

専
門
性
に
対
応
し
た
新
し
い「
教
養
」と
し

て
の
価
値
創
造
能
力
を
、身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

|
ど
の
よ
う
な
授
業
で
し
ょ
う
か
？

価
値
創
造
と
は
？

　V.School

で
は
、「
価
値
創
造
＝
価
値
創

発×

価
値
設
計
」と
い
う
公
式（
実
際
に
は

６
つ
の
要
素
に
分
か
れ
る
円
環
図
）で
価
値

創
造
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
て
い

ま
す
。「
価
値
創
発
」と
は
、当
初
は
想
像
も

し
な
か
っ
た
価
値
を
発
見
す
る
こ
と
で
、

「
価
値
設
計
」と
は
そ
の
よ
う
な
価
値
を
社

会
に
実
装
す
る
ま
で
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

授
業
は
、３
人
の
教
員
が
鼎
談
す
る「
価
値

創
造
サ
ロ
ン
」を
は
じ
め
、「
価
値
創
造
と
創

発
」お
よ
び「
価
値
創
造
と
設
計
」と
い
う

講
義
科
目
、そ
し
て
価
値
創
発
と
価
値
設

計
に
関
係
す
るPBL

（
課
題
解
決
型
学
習
）

が
中
心
で
す
。こ
れ
に
、学
内
外
の
教
員
・
講

師
に
よ
る
関
連
科
目
が
加
わ
り
ま
す
。な

お
、V.School

に
は
、価
値
創
発
部
門
と
価

値
設
計
部
門
が
あ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
シ
ス
テ

ム
情
報
学
研
究
科
の
玉
置
久
教
授
と
経
営

学
研
究
科
╱
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
の
忽
那
憲
治
教
授
が
部
門
長
に

就
い
て
い
ま
す
。

|  

授
業
で
の
学
生
の
様
子
は
？

　
現
在（
６
月
１
日
時
点
）、V.School

の

入
校
生
は
59
名
で
、学
部
生
が
46
名
、大
学

院
生
が
13
名
で
す
。９
学
部
７
研
究
科
か

ら
参
加
が
あ
り
ま
す
。当
初
の
想
定
の
倍
近

い
人
数
が
集
ま
り
、V.School

の
取
り
組
み

が
、学
生
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。入
校
生
と
は
チ
ー
ム
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ルSlack

（
ス
ラ
ッ

ク
）を
通
じ
て
議
論
す
る
場
も
設
け
て
い

て
、講
義
の
場
だ
け
で
な
く
、継
続
的
に
価

値
創
造
に
つ
い
て
議
論
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。Slack

で
は
教
員
同
士
の
議
論
に

熱
が
こ
も
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、学
生
も

参
加
し
て
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
議
論
が

交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。V.School

は
単
位
制

に
縛
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、学
生
は
完

全
に
自
由
に
学
習
し
た
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
企
画
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

そ
の
意
味
で
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
い

る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

| 

ど
ん
な
学
生
に
来
て
ほ
し
い
で
す
か
？

　
既
存
の
枠
組
み
で
は
満
足
で
き
な
い
学

生
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。最
近
は「
同
調
圧

力
」を
気
に
す
る
学
生
が
多
い
で
す
が
、価

値
創
造
に
同
調
性
は
無
用
で
す
。む
し
ろ
、

こ
れ
ま
で
誰
も
考
え
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
か
、そ
れ
を
実
現

し
た
い
と
い
う
よ
う
な「
野
望
」を
持
っ
た
学

生
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。そ
し
て
、そ
の
よ
う

な「
野
望
」をV.School

のPBL

や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
少
し
で
も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら
、そ
れ
が
さ
ら
に
大
き
な
社
会
的
な
価

値
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ

禍
の
今
こ
そ
こ
の
よ
う
な
現
状
打
破
の
発

想
が
必
要
で
す
。V.School

は
企
業
に
も
法

人
会
員
と
い
う
形
で
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す

の
で
、企
業
の
方
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

|  

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
？

　
社
会
や
世
界
へ
の
発
信
を
強
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。V.School

に
対
す
る
社

会
か
ら
の
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、そ
の
期
待
に
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
応
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、世
界
的
な
レ
ベ
ル
で
活
動
し
て
い
る

Creating Value Alliance

と
も
連
携
し
、神

戸
大
学
を
価
値
創
造
の
世
界
的
拠
点
に
育
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、日
本M

&
A

セ

ン
タ
ー
の
三
宅
卓
社
長
よ
り
多
額
の
寄
付
を

い
た
だ
き
、神
戸
大
学
１
２
０
周
年
に
な
る
２

０
２
２
年
を
目
途
に
新
建
屋
の
建
設
も
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、教
職
員
、学
生
の
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

副学長　國部 克彦
　　　       KOKUBU Katsuhiko

KOBE教育 1415 kaze Vol.15

1962年生まれ。大阪市立大学助教授等を経て、
1995年神戸大学経営学部助教授、2001年同大学
院経営学研究科教授。2014-16年経営学研究科
長・経営学部長、2019年副学長、2020年バリュー
スクール長に就任。主著に、『創発型責任経営』
（日本経済新聞出版社）、『アカウンタビリティから
経営倫理へ』（有斐閣）など多数。



神
大
O
G
・
O
B

キ
ラ
リ

住
田 

功
一

元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
N
H
K
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
ア
ン
カ
ー

キラリ神大OG・OB

映画研究部で活動後、放送委員会を仲間と立ち上げた。
（1982年3月18日六甲台第1キャンパス）

阪神・淡路大震災で中継リポート
（1995年1月17日阪神高速道路倒壊現場）

「関西発ラジオ深夜便」スタジオにて

元NHKアナウンサーで、現在はNHK「ラジオ深夜便」のアンカーを務める
住田功一さんにお話を伺いました。

住田 功一
神戸市出身。1983年、経営学部卒。同年、NHK入局。熊本局、鳥取局、東京アナウンス室を経て、
2003年から大阪放送局勤務。東京では『おはよう日本』（5・6時台）や『生活ほっとモーニング』
を担当。1995年1月17日、たまたま神戸市灘区の実家に帰省中、阪神・淡路大震災に遭い、自宅
近くから惨状をリポート。以降、災害関連や、障害者福祉などに関する番組に多数携わる。
大阪では『関西熱視線』などを担当。2020年1月に定年退職。現在は、『関西発ラジオ深夜便』

（ラジオ 第1・ＦＭ 第１、３金曜）を担当。４月から大阪芸術大学放送学科教授。

尊い命を災害で奪われないために  
何が必要なのかを考え続け、後世に語り継いでいく。

阪神・淡路大震災から25年

SUMIDA Koichi

※1  阪神・淡路大震災では、神戸大の学生39人と職員2人が、神戸商船大学（現・海事科学部）の学生・研究員6人が亡くなった。※2  毎年、1月17日の午後0時半から、六甲台と深江の両キャンパスの慰霊碑で阪神・淡路大震災の犠牲者を悼む慰霊献花式が行われる。

|
ど
の
よ
う
な
大
学
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
か
？

　
大
学
の
門
を
く
ぐ
っ
た
１
９
７
９
年（
昭
和
54
年
）

は
、「
大
学
が
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
」
と

社
会
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
時
代
で
、
テ
ニ
ス
サ
ー

ク
ル
花
盛
り
で
し
た
。
私
は
８
ミ
リ
の
フ
ィ
ル
ム
で

映
画
を
撮
影
す
る
か
っ
こ
よ
さ
に
憧
れ
て
映
画
研
究

部
に
入
部
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
カ
メ
ラ
を
回
す
活

動
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
ね
。

|
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

　
特
撮
映
画
『
ゴ
ジ
ラ
』（
１
９
５
４
年
）
を
、小
学

校
の
頃
テ
レ
ビ
で
見
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
テ
レ

ビ
ク
ル
ー
が
、
命
を
か
け
て
迫
り
来
る
危
機
を
市
民

に
伝
え
る
シ
ー
ン
が
目
に
焼
き
付
き
ま
し
た
。

　
大
学
に
入
っ
た
年
に
公
開
さ
れ
た
米
映
画
『
チ
ャ

イ
ナ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』
を
見
て
、
原
発
事
故
の

隠
蔽
を
生
中
継
で
告
発
す
る
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー

（
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
）
の
姿
に
し
び
れ
ま
し
た
。

目
指
す
べ
き
は
新
聞
で
は
な
く
放
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
だ
と
、
大
学
生
に
な
っ
て
確
信
し
た
ん
で
す
。

|
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
や
り
が
い
・
楽
し
さ
・

魅
力
に
つ
い
て

　
台
本
の
な
い
報
道
の
緊
急
初
動
や
ス
ポ
ー
ツ
実
況

で
は
、「
い
ま
何
が
一
番
大
切
か
」
を
瞬
時
に
考
え
な

が
ら
言
葉
を
選
び
ま
す
。
構
成
表
や
原
稿
が
あ
る
番

組
で
も
、
自
分
な
り
の
言
葉
や
機
転
で
展
開
す
る
場

宿
倒
壊
で
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、
火
災
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
し
た
ん
で
す
。

　
発
災
10
日
後
、
神
戸
大
の
各
学
部
を
取
材
し
て

回
り
ま
し
た
。
教
員
た
ち
は
手
分
け
し
て
安
否
確

認
の
電
話
を
か
け
て
い
る
最
中
で
し
た
。
下
宿
街

は
電
話
も
通
じ
ま
せ
ん
か
ら
、
学
生
た
ち
の
実
家

に
電
話
し
て
い
ま
し
た
。「
い
ま
葬
儀
の
最
中
で
す

と
親
御
さ
ん
に
告
げ
ら
れ
た
」
と
、
あ
る
教
授
は

落
胆
し
て
い
ま
し
た
。

　
後
日
、
現
場
中
継
を
見
て
い
た
神
奈
川
県
の
主
婦

グ
ル
ー
プ
が
、
体
験
を
話
し
て
ほ
し
い
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
講
演
が
き
っ
か
け
で
中
高
生
向

け
社
会
科
副
教
材
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

|
震
災
を
通
じ
て
学
生
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
１
月
17
日
の
お
昼
に
は
、
大
学
の
慰
霊
碑
で

献
花
式
が
あ
り
ま
す（
※2
）。
仕
事
と
重
な
ら
な
い
限

り
出
向
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
多
く
の

ご
遺
族
と
会
っ
て
お
話
を
し
な
が
ら
、
伝
え
続
け
な

け
れ
ば
と
い
う
思
い
を
新
た
に
す
る
ん
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
震
災
か
ら
10
年
、
20
年
と
た
っ
て
、

慰
霊
碑
前
は
大
学
関
係
者
と
ご
遺
族
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
現
役
の
学
生
は
そ
ば
を
通
り
過
ぎ

る
だ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
震
災
25
年
の
今
年
は
、
神
戸
大
メ
デ
ィ

ア
研
の
学
生
た
ち
と
、
あ
る
取
り
組
み
を
し
ま
し

た
。
傾
い
た
六
甲
の
ビ
ル
な
ど
震
災
直
後
の
写
真
パ

ネ
ル
を
学
内
で
展
示
し
た
り
、
ブ
ロ
グ
に
ご
遺
族
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
連
載
し
た
り
し
て
、
そ
れ
を
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
１
７
０
回
ほ
ど
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
そ
れ
を
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
が
取
り
上

げ
、
記
事
を
見
た
学
内
の
教
員
が
授
業
で
震
災
の
こ

と
に
触
れ
る
な
ど
、「
震
災
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
動
き
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
慰
霊
献
花
式
に
は
、
約
40
人
の
学
生
が

自
発
的
に
参
列
し
ま
し
た
。
後
輩
を
連
れ
た
応
援
団

員
や
、
先
輩
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
軟
式
野

球
部
員
ら
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
を
動
か
し
た
の
は
、
し
か
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
た
ち
と
同
じ
年
代
の

先
輩
達
が
無
念
の
死
を
遂
げ
た
、
と
い
う
事
実
を

知
っ
た
こ
と
。
悲
し
み
を
共
に
感
じ
、
手
を
合
わ
せ

よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
、
彼
ら
を
動
か
し
た
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
学
生
た
ち
に
は
「
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
願
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
震
災
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
で
何
が
起
き
て
来
た
か
、
な
に
が
起
き
よ

う
と
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
で
す
。

|
住
田
さ
ん
の
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
自
分
た
ち
の
生
ま
れ
る
前
の
出
来
事
に
若
い
彼
ら

が
思
い
を
巡
ら
せ
る
だ
ろ
う
か
、
と
私
は
半
信
半
疑

で
し
た
。
で
も
、「
何
が
あ
っ
た
の
か
」
が
き
ち
ん
と

伝
わ
れ
ば
、
感
じ
、
考
え
、
行
動
す
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
、
学
生
た
ち
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１
本
の
マ
イ
ク
、１
台
の
カ
メ
ラ
で
は
全
て
を
伝

面
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
取
材
や
経
験
に
基

づ
く
も
の
で
す
が
、
そ
こ
が
う
ま
く
で
き
た
と
き
に

は
、
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
し
ま
す

ね
。
10
回
に
１
回
も
な
い
ん
で
す
け
ど
。

|
震
災
発
生
直
後
の
様
子
や
そ
の
と
き
の
心
境

に
つ
い
て

　
た
ま
た
ま
冬
休
み
で
、
大
学
の
す
ぐ
近
く
の
灘
区

の
実
家
に
帰
省
し
て
い
て
烈
震
に
遭
い
ま
し
た
。
団

地
の
３
階
で
、
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン
と
い
う

連
続
し
た
硬
い
縦
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
、
た
だ
た
だ

ベ
ッ
ド
で
跳
ね
て
い
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
身
の
血
が
逆
流
す
る
よ
う
な
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た

が
、
６
４
０
０
人
を
超
え
る
方
が
こ
の
揺
れ
で
亡
く

な
る
な
ん
て
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
ま
ま
、
初
動
中
継
の
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
実

家
を
飛
び
出
し
ま
し
た
。

|
著
書
「
語
り
継
ぎ
た
い
。
命
の
尊
さ
」
を
書
か

れ
た
経
緯
に
つ
い
て

　
東
灘
区
の
深
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
く
の
高
速
道
路

倒
壊
現
場
か
ら
中
継
し
な
が
ら
、
何
本
も
煙
の
上
が

る
町
、
編
隊
で
飛
ぶ
自
衛
隊
の
ヘ
リ
を
見
ま
し
た
。

あ
あ
ど
こ
か
で
見
た
光
景
だ
。
憧
れ
た
『
ゴ
ジ
ラ
』

の
中
継
リ
ポ
ー
タ
ー
と
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
と
。
で

も
、
１
台
の
中
継
カ
メ
ラ
、
１
本
の
マ
イ
ク
で
伝
え

る
に
は
、
あ
ま
り
に
広
い
被
災
地
。
被
害
の
全
貌
を

伝
え
き
れ
な
い
無
力
感
に
う
ち
ひ
し
が
れ
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
が
、
神
戸
大
の
若

い
39
人
の
学
生
た
ち
の
死
で
し
た（
※1
）。
多
く
が
下

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
も
、
あ
き
ら
め
れ
ば
、

決
し
て
伝
わ
ら
な
い
。
伝
え
続
け
る
こ
と
で
、
や
が

て
通
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
定
年
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
放
送
の
仕
事
を
続
け
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
若
い
人
た
ち

と
も
関
わ
り
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

|
最
後
に
神
大
生
や
高
校
生
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
ま
、
目
の
前
で
起
き
て
い
る
出
来
事
を
目
撃
し

て
い
る
の
は
、
あ
な
た
し
か
い
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
他
の
人
が
同
時
に
見
て
い
て
も
、
見
方
や
、

感
じ
方
は
違
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
学
校
が
休

校
に
な
っ
た
り
、
夏
休
み
が
短
く
な
っ
た
り
、
ア
ル

バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た
り
…
。
な
ん
て
不
運
な
巡
り

あ
わ
せ
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
で
し
ょ
う
。

　
で
も
、こ
の
事
実
を
し
っ
か
り
見
つ
め
て
、
感
じ

て
、
考
え
、
記
録
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
を
生
き
る
上
で
力
に
な
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

住田功一著
学びリンク株式会社発行

キラリ神大 OG・OB 1617 kaze Vol.15



フェアトレードを通じて
開発途上国の生産者を応援

P E P U P           　国際協力活動サークル

神大発地球 1819 kaze Vol.15

Peoples' Empowerment Partnership Upon Peace

神大発地球

し
た
も
の
を
仕
入
れ
て
、
自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン

し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

|
活
動
資
金
は
ど
こ
か
ら
？

種
村
　
商
品
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

販
売
利
益
の
範
囲
内
で
、
概
ね
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
０

に
収
ま
る
よ
う
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

|
毎
年
、
現
地
に
足
を
運
ぶ
？

菊
本
　
基
本
的
に
春
夏
２
回
出
か
け
ま
す
。
目
的

は
、
生
産
者
に
直
接
会
っ
て
意
見
を
聞
く
こ
と
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
必
要
性
と
意
義
を
認
識
で
き

る
、
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
す
。

|
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
産
者
は
正
当
な
利
益
を

得
ら
れ
て
い
な
い
？

菊
本
　
は
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ス
ペ
イ
ン
の
植

民
地
時
代
か
ら
地
主
の
搾
取
が
顕
著
で
、
小
規
模

農
家
は
地
主
か
ら
土
地
を
借
り
て
作
物
を
育
て
る

も
の
の
、
地
代
も
含
め
、
収
穫
物
の
大
半
を
地
主

に
渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

種
村
　
ま
た
、
ラ
ン
ド
ロ
ー
バ
ー
と
い
う
階
層
の

人
々
も
農
家
に
土
地
を
使
わ
せ
て
、
強
制
的
に
作

物
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
中
に
は
農
家
の

土
地
を
買
収
し
て
、
強
引
に
地
主
関
係
を
作
り
出

す
人
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
仲
介
人
の
存
在
も
問

題
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
大
量
か
つ
安
定
的
に

輸
出
で
き
る
商
品
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
供

給
し
て
い
ま
す
。
そ
の
価
格
競
争
力
は
非
常
に
高

い
の
で
、
小
規
模
農
家
は
自
分
た
ち
の
商
品
を
販

売
し
づ
ら
い
。
そ
こ
に
仲
介
人
が
現
れ
て
、
弱
い

立
場
に
あ
る
小
規
模
農
家
か
ら
不
当
に
安
い
値
段

で
無
理
矢
理
商
品
を
買
い
付
け
る
。
そ
う
い
う
形

で
農
家
が
搾
取
さ
れ
る
と
い
う
構
造
的
な
問
題
が

あ
る
ん
で
す
。

|
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
は
小
規
模
農
家
を
支
援
？

種
村
　
支
援
と
い
う
以
前
に
、
小
規
模
農
家
の
作
る

農
産
物
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
物
と
比
べ

て
、
品
質
が
圧
倒
的
に
高
い
ん
で
す
。
僕
た
ち
は
単

純
に
、
そ
の
価
値
を
伝
え
、
正
当
な
対
価
を
得
ら
れ

る
販
路
を
確
立
し
た
い
ん
で
す
。

菊
本
　
対
等
な
立
場
で
協
力
し
て
、
お
互
い
に
メ

リ
ッ
ト
を
出
し
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
方
を
、
メ

ン
バ
ー
全
員
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

|
販
売
は
ど
の
よ
う
に
？

種
村
　
学
園
祭
や
国
際
協
力
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
会
場
、
神
戸
の
モ
ザ
イ
ク（
商
業
施
設
）で
開
か

れ
る
マ
ル
シ
ェ
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
販
売
機

会
は
年
に
10
〜
20
回
ほ
ど
で
す
が
、
安
定
的
に
商
品

を
輸
入
す
る
た
め
に
は
、
継
続
的
に
販
売
で
き
る
場

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
あ
る
植
物
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
植

物
に
は
水
質
浄
化
、
殺
菌
、
抗
菌
に
役
立
つ
機
能
が

あ
る
の
で
、
機
能
性
資
材
と
し
て
商
品
化
し
、
日
本

の
養
殖
業
者
や
畜
産
農
家
に
販
売
す
る
計
画
で
す
。

機
能
性
を
証
明
す
る
た
め
に
、
神
戸
大
学
の
研
究
者

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
植
物
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し

て
い
る
研
究
機
関
に
も
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

|
成
功
を
祈
り
ま
す
。
今
後
の
目
標
は
？

種
村
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
産
者
が
生
み
出
す
価
値
が

正
し
く
評
価
さ
れ
る
販
売
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

菊
本
　
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
通
じ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
生
産
者
が
価
格
設
定
の
議
論
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
た
い
。
ペ
パ
ッ
プ
に
は
留
学
生
も
含
め
個

性
的
な
メ
ン
バ
ー
が
多
い
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

|
ペ
パ
ッ
プ
は
ど
ん
な
活
動
を
？

種
村
　
国
際
協
力
を
軸
に
し
な
が
ら
、
今
は
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

は
現
在
13
人
で
、「
発
信
、
実
践
、
学
習
」
の
３
つ
の

柱
で
活
動
を
表
現
し
て
い
ま
す
。「
発
信
」
の
面
で

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
を
し
つ
つ
、
神
戸
市
内
の

高
校
に
出
向
い
て
、
国
際
協
力
活
動
に
関
す
る
出
張

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
実
践
」
に
当
た
る
活
動

が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
で
、
商
品
を
実
際
に
輸
入
し
、

日
本
で
販
売
し
て
い
ま
す
。「
学
習
」
の
面
で
は
、
毎

週
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

|
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
？

種
村
　
開
発
途
上
国
で
作
ら
れ
た
作
物
や
製
品
を
、

そ
の
価
値
に
見
合
っ
た
適
正
な
価
格
と
対
等
な
条
件

で
取
引
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
者
の
生
活
向
上

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
で
す
。
例
え
ば
、
生
産
者
が

不
当
な
低
賃
金
を
強
い
ら
れ
た
り
、
児
童
労
働
が

発
生
し
た
り
す
る
状
況
を
是
正
す
る
こ
と
が
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
の
一
つ
の
目
的
に
な
り
ま
す
。
ペ
パ
ッ

プ
の
場
合
は
、
長
年
連
携
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
の
農
村
共
同
体
と
連
携
し
て

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

菊
本
　
ペ
パ
ッ
プ
の
顧
問
的
な
存
在
で
あ
る
人
間
環

境
学
研
究
科
・
国
際
人
間
科
学
部
の
太
田
和
宏
教
授

が
、
学
生
時
代
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
関
わ
り
を
お
持

ち
で
、
僕
た
ち
も
つ
な
が
り
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

|
現
在
の
取
扱
商
品
は
？

菊
本
　
ド
ラ
イ
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
と
た
ん
ぽ
ぽ
コ
ー

ヒ
ー
を
メ
イ
ン
に
、
雑
貨
も
い
ろ
い
ろ
と
。

種
村
　
た
ん
ぽ
ぽ
コ
ー
ヒ
ー
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
製
品

で
す
。
ペ
パ
ッ
プ
の
Ｏ
Ｂ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
商
品
化

神
戸
大
学
の
学
生
主
導
で
国
際
協
力
活
動
を
行
う
国
際

協
力
N
G
O「PEPU

P

」（
ペ
パ
ッ
プ
）。「PEPU

P
」
は

Peoples' Em
pow

erm
ent Partnership  Upon Peace

つ
ま
り「
平
和
と
自
立
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

を
意
味
し
、「
よ
り
よ
い
社
会
を
、
ト
モ
に
。」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
中
。

合
同
学
習
会
な
ど
他
大
学
や
他
団
体
と
の
交
流
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
活
動
に

つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
の
種
村
尚
大
さ
ん
（
共
同
代
表
・

同
志
社
大
学
2
年
）
と
菊
本
心
太
朗
さ
ん
（
会
計
・

理
学
部
数
学
科
2
年
）
に
聞
い
た
。

国際協力 NGO
https://pepup-kobe.jimdofree.com

小規模農家で飼われる役用水牛カラバオと記念写真 現地の海でメンバーとの集合写真 スタディツアー参加の皆さまとフィリピン NGOに対してのプレゼン風景ホームステイ先の子供達と過ごす

神戸ハーバーランドumie 
モザイクに出店！
PEPUPのメンバーは民族衣装に

身を包んで、新オリジナル商品

のたんぽぽコーヒーを筆頭に、

大人気のドライパイナップル、

ドライマンゴー、カラマンシー

ジュースなどを販売しました。



Q

Q

Q

Q

中国人留学生・卒業生からマスクが寄贈されました

　新型コロナウイルス感染症蔓延への対応として、日

本で緊急事態宣言が発令されたことを報道で知った、

本学の卒業生である上海在住の宋小華さん（自然科学

研究科・2002年修了）が、母校へのマスク寄贈のた

めの寄附を中国の同窓生に呼びかけ、4月と5月の2度

にわたりマスクが調達され、本学に寄贈されました。

寄贈されたマスクは、合計6万５千枚（１回目：２万

５千枚、２回目：４万枚）にも及びます。

　寄贈されたマスクは、上海吉祥航空有限公司に勤め

る周麗さん（法学研究科・2015年修了）の計らい

で、同社の協力によって関西国際空港まで空輸されま

　私
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学

で
、
1
年
間
の
交
換
留
学
を
し
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
留
学
に
漠
然
と

し
た
憧
れ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
交
換
留
学
を
真
剣
に
考
え
始
め
た
の
は
大

学
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
交
換
留
学
な
ら
、
比
較
的
長
い
期
間
を
現
地
で

暮
ら
し
、
勉
強
す
る
な
か
で
様
々
な
こ
と
を
経
験
で
き
る
と
考
え
、
特
に

専
攻
の
ア
メ
リ
カ
史
を
深
く
学
び
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

大
学
を
選
び
ま
し
た
。

　大
学
で
は
現
地
の
学
生
に
混
じ
っ
て
、歴
史
の
授
業
を
履
修
し
ま
し
た
。

英
語
で
の
授
業
や
討
論
に
は
つ
い
て
い
く
だ
け
で
も
一
苦
労
で
し
た
が
、

日
本
人
と
は
異
な
る
視
点
や
価
値
観
を
も
つ
現
地
学
生
と
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
は
新
鮮
で
、
様
々
な
気
づ
き
や
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
4
ヶ
月

間
ほ
ど
の
夏
休
み
に
は
、
w
o
r
k 

a
w
a
y
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

現
地
の
家
庭
に
住
み
込
み
で
働
く
と
い
う
も
の
で
、
私
は
田
舎
の
農
場
で

家
屋
の
修
理
や
家
畜
の
世
話
の
お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
な
か
で
、
地
元
の
人
々
と
触
れ
あ
っ
た
り
、
地

域
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
り
と
、
大
学
内
で
の
生
活
と
は
ま
た
違
っ

た
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　1
年
間
の
留
学
生
活
で
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
英
語
が
分

か
ら
ず
苦
し
ん
だ
り
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
と
、
辛
い
こ
と
や
悩

ま
し
い
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
見

え
る
景
色
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
苦
労
や
悩
み
に
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り

向
き
合
え
る
の
は
交
換
留
学
な
ら
で
は
の
魅
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
海

外
留
学
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
留
学
フ
ェ
ア
な
ど
に
足
を
運
ん
で
、
ぜ
ひ

交
換
留
学
も
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

留
学
だ
よ
り

ア
メ
リ
カ
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
へ
交
換
留
学

        

　国
際
文
化
学
部

　国
際
文
化
学
科
4
年

　丸
岡  

康
之

ピッツバーグ大学「学びの聖堂」

Work away 先のご家族と

M
ARU

OKA Yasuyuki

した。空港からは、陳

林さん（神戸大学留学

生西日本同窓会会長／

自 然 科 学 研 究 科 ・

2005年修了）をはじ

めとする関西に在住す

る同窓生によって本学

国際教育総合センターまで運ばれ、吉井昌彦国際担当

理事や河合成雄国際教育総合センター長らが、教職

員を代表して受領しました。

　寄贈されたマスクは、医学部附属病院を主として、

本学教職員で大切に使用させていただきました。日

本国内においてマスクの需要が急激に上昇し、品薄

状態が継続する中、本学のマスク在庫が残り少なく

なって、必要な量を確保することが困難だった状況

にあって、この度のご支援はとてもありがたいもの

でした。

　感染症による被害を受けた中国国内の状況が未だ

落ち着かない時に、マスクの調達から本学への運搬

に至るまで、多大な温かいご支援をいただき、教職

員一同、心より感謝申し上げます。

国際ニュース / 留学だより 2021 こんにちは！ 留学生です

Message from a foreign student

こん にち は！
留学生です

　 神戸大学に来る前はどんなことを？
　高校を卒業した後は、上海の外国語大学に入って一年間日本語を勉強しました。

それから日本に来て、半年間日本語学校で勉強しながら、日本のいろいろな場所

を見学しました。近畿圏の日本らしい雰囲気や古い建物が好きで、大阪や京都、

奈良、もちろん神戸も見学しましたし、東京にも一度行きました。神戸に遊びに

来たときは、街並みがすごくきれいだなと思い、この都市が好きになりました。

中華街にも行きましたが、本場とは少し違いますね。

　　現在はどんな研究をされているんですか？
　卒業研究はまだ始めていないので、4年生の設計課題をしています。今の課題

は、三宮地区の街並みの改造です。あまり良くない点や、問題になっている点を

発見して、建築的な視点から改善案を考えています。例えば、神戸は日本では

観光地としてかなり人気だと思いますが、中国や韓国など海外の旅行者の視点か

ら見ると、大阪や京都と比べてそれほど人気ではないというのが現実です。そこ

で、どうやって神戸の街並みを改善して、外国人観光者を引き入れるかというこ

とを研究しています。

　薛さん自身は、神戸の街並みでお気に入りのスポットはありますか？
　ハーバーランドや元町、北野異人館のあたりが好きです。建築の視点から見る

と街並みはかなりきれいだし、個人的には海が好きなので、ハーバーランドの

海沿いを散歩して海風を感じるのが大好きです。最近はコロナの影響であまり行

けていませんが、前は週に一回くらい友達と散歩したり、カフェに行ったりして

いました。

　　今後の目標は？
　神戸大学を卒業した後は、さらに欧米に留学したいと考えています。建築というの

は、流派があるじゃないですか。日本のスタイルとヨーロッパのスタイルは全然違っ

て、私はその両方のスタイルを学ぶため、現地の大学院に入って勉強したいと思って

います。今は大学院に出願するためのポートフォリオを作っているところです。

　私は建築の、自分の手で模型を作ったり図面を作ったりして、想像力を発揮で

きるところに面白さを感じます。より深く建築を学ぶため、その土地で学ぶこと

を目指しています。

世界各国から来た約1400人の留学生が神戸大学で学んでいます。
このコーナーでは、母国の文化や習慣などの話を交えながら、国境を越えて頑張っている留学生にスポットを当てます。

制作した建築模型 故郷(無錫市南長街）旅先のイギリスのバースにて

中華人民共和国

薛 嘉杰 Setsu Kaketsu
工学部建築学科４年
中国の江蘇省出身。高校ではバスケットボールチー
ムに所属し、学校の試合にも出場。映画や音楽鑑賞
が趣味で、自分でベースを弾くことも。授業や課題
に忙しいながらも充実した日々を送っている。

̶国際ニュース̶ 現地で学ぶおもしろさ

神戸の街並みを建築の視点から

江蘇省は中国東部の黄海に面した省で、省都は南京市。
出身の無錫市は兵庫県明石市の友好都市。演歌歌手・尾形大作
の『無錫旅情』（1986）がヒットし、80年代後半には日本人観光客
が増加した。



アンケートの回答は神戸大学広報課の     
メールアドレスにお願いします。

神戸大学広報誌『風』15号をお読みになっての感想をお聞かせください。今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

1.どの記事に関心を持たれましたか　　2.その記事についてどのような感想を持たれましたか　　3.今後読みたい記事　　4.その他何でもご感想を

ppr-kouhoushitsu@of f ice.kobe-u.ac.jp WEBフォームもありますので
スマホから今すぐアクセス !※ご職業、年齢を書き添えていただけると幸いです。

読者の皆様へアンケートのお願い「スマホ用“うりぼーカレンダー壁紙”プレゼント中！」裏面をご覧ください。

日々更新中！ 公式  Twitter
「@KobeU_PR」

公式  Facebook
「神戸大学 _ Kobe University」

公式 YouTube
「神戸大学Kobe University」

You
Tube

公式Instagram
「kobe_university」

YouTubeチャンネル
「神戸大学 Kobe University」

You
Tube

同窓会・学友会・育友会

アラムナイ

Mini News

　新型コロナウイルス感

染 症 が 国内で 拡 大して

いる現況に鑑み、予定し

ていた令 和元 年 度 学 位

記授与式、令和2年度入

学 式 の 挙 行 を中止 する

ことにいたしました。

　式典に代わり、令和元年度の卒業生、修了生に向けた「卒業

生・修了生の方へ 学長メッセージ」、令和2年度新入生に向けた

「新入生へ 学長メッセージ」、「入学式記念講演（兵庫県立美術館

館長 蓑豊 氏）」を神戸大学 YouTube チャンネルから動画配信

を行いました。

新型コロナウイルス感染拡大の影響で学位記授与式、入学式を中止
動画で学長メッセージを配信

　令和元年度の学部卒業生2,677名、大学院修士・博士前期

課程修了生1,295名、博士後期課程修了生271名、法科大学院と

経営学専門職学位課程修了生138名に、学士、修士、博士及び

専門職学位の学位が授与されました。

　令和2年度は、学部に2,604名、大学院博士前期課程に1,185名、

博士後期課程に302名、法科大学院と経営学専門職学位課程

に146名、編入・転入学生132名の計4,369名が入学し新たな

一歩を踏み出しました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、歴史に残る大きな

影響をわれわれの社会や経済に与えて続けています。読者の

皆様には心よりお見舞いを申し上げます。

　神戸大学においても、教育・研究の環境、なにより学生生活

自体が大きく変わってしまいましたが、学生・教職員ともども、

さまざまな制約の下で頑張っています。

　また、地域医療の拠点としての社会的使命を果たすため、

本学医学部附属病院では、医療スタッフと病院職員が、厳しい

就労環境の中、懸命に医療活動に取り組んでおります。

　神戸大学基金では、5月1日から学内教職員ならびに本学卒

業生の方を中心に「新型コロナウイルス感染症対策緊急募金」

を始めました。すでに、多くの皆様から、学生と附属病院のため

に、ご寄附と温かいメッセージをお寄せいただいております。

心より御礼申し上げます。なお、9月末日まで引き続き受付の

予定をしておりますので、皆様からの一層のご支援をお願い

申し上げます。

※詳しくは本学のウェブサイトをご覧ください。

　2月に学内外の組織等と緊密に連携を図り、本学の活動を

推進することを目的にSDGs推進室を設置しました。SDGs推

進室では、地域社会や産業界とSDGsの理念を共有するオープン

な交流とよどみのな

い成果の社会実装を

実現するため、従来

の学術分野を横断し

た新学術領域を開拓

して新しい価値創造

のための産・学・官

プラットフォームの構

築を目指しています。

SDGs 推進室を設置しました

　2019年度から般若団の

O B 会 か ら の 寄 附 金 に よ

り、文化系課外活動団体の

うち顕彰に値する団体に

対し、般若団文化奨励賞を

授与することとなり、神戸

大学ESSが受賞しました。

　 般若団文化奨励賞は、

本学の課外活動団体であ

「般若団文化奨励賞」を神戸大学 ESS が受賞しました

https://www.youtube.com/user/KobeUnivPR

※ SDGs：持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）は、2001年
に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミッ
トで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2030年
までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標。17のゴール・169のターゲットか
ら構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓って
いる。SDGsは発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍
的）なものであり、日本としても積極的に取り組んでいる。

る般若団のOBの皆様から、神戸大学基金へのご寄附により、

課外活動の文化系公認団体を表彰するために創設されました。

　神戸大学ESSは、ディベート、スピーチ、ディスカッション、

ドラマ、カンバーセーションの5つのセクションに分かれ活動

しています。

　今回、各セクションにおいて全国大会で上位に入賞するな

ど、特に顕著な成績を挙げ、本学の課外活動の振興に功績が

あったと認められ、3月24日に武田学長から表彰状と記念品が

手渡されました。
武田学長（右）・杉村理事（左）と記念撮影
するESS 山田副部長（中央）

　3月23日、久元喜造神戸市長が本学を訪れ、武田廣学長と

SDGsに関する意見交換を行い、包括連携協定（平成25年5月

締結）を結ぶ神戸大学と神戸市が、神戸未来医療構想など

様々な協力関係を通じて、SDGsの達成に向けた取組を連携し

て進めていくことを確認しました。

新型コロナウイルス感染症対策緊急募金のお願い
～学生・附属病院のために～

育友会の理事長就任にあたって

　この4月に育友会理事長に就任しました伊達です。よろしく

お願いいたします。

　神戸大学育友会は、昭和24年7月、当時の大学在学生の保護

者の発意により設立され「神戸大学の教育発展に寄与するとと

もに、会員相互の親睦を図る」ことを目的とし、学生生活、

特に課外教育の発展と福利厚生に貢献することを趣旨として、

保護者の皆様にご理解をいただき運営しております。

　入学から卒業まで様々な場面において、豊かな人間性を培う

ための課外活動や学外での活動を援助するなど、実りある学生

生活とするための支援にご賛同いただき、ご入学時に入会を

お願いしています。

　毎年、各地区において定期的に懇談会を開催し、神戸大学の

現状と活動状況を報告する等、保護者と大学との連携を図って

います。

神戸大学基金 検 索

神戸大学基金だより

伊達  真一

　今後とも保護者の一人として、また時代を担う若者達を見守

る立場として、皆様とともに神戸大学の更なる発展に寄与する

ことが出来るよう、邁進する所存であります。保護者の皆様並

びにお子様方のご多幸とご健勝、神戸大学の更なる発展を心よ

りお祈り申し上げます。

※神戸大学基金へのご寄附は、確定申告を行っていただくと税制上の優遇措置を受けることができます。

※神戸大学基金については、ホームページもご参照ください。

神戸大学育友会 検 索
※神戸大学育友会は、昭和24年7月、当時の大学在学生の保護者の発意により設立され、
　学生生活、特に課外教育の発展と福利厚生に貢献することを趣旨として、
　保護者の皆様のご理解と神戸大学のご協力をいただいて運営しております。

アクセスは
こちらから。
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